
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イメージセンサユニット又は原稿が移動しつつ前記原稿画像を読取る画像読取装置であ
って、
　

　

　 前記イメージセンサユニットを保持する保持部材を有し、
　前記保持部材には、前記ハウジングの軸又は軸受けと係合する軸受け又は軸と、前記ハ
ウジングの溝部又は突起部が する突起部又は溝部とが設けられていることを特徴とす
る画像読取装置。
【請求項２】
　請求項 に記載の画像読取装置は、前記原稿を載置する原稿台と、摺動部材とを更に有
し、前記保持部材を前記原稿台に平行に移動して前記原稿の画像を読取る画像読取装置で
あって、
　前記ハウジングは、前記摺動部材を取付ける為の凹部を 前記一体成型で
有し、
　前記摺動部材は前記凹部に取付けられ、前記保持部材には、前記イメージセンサユニッ
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前記イメージセンサユニットは、光源と、ラインイメージセンサと、前記光源と前記ラ
インイメージセンサを保持するハウジングとを有し、

前記ハウジングは、前記イメージセンサユニットを回動支持するための前記ラインイメ
ージセンサの読取ライン方向に平行な軸又は軸受けと、前記回動支持の軸に平行な方向に
溝幅又は突起幅を有する溝部又は突起部とを一体成型して有し、

前記画像読取装置はさらに、

嵌合

１

前記原稿台側に



トを前記原稿台に押圧する押圧部材を有することを特徴とする画像読取装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、イメージスキャナ、ファクシミリ、複写機等の画像を読み取る機能を有する画
像読取装置のイメージセンサーユニットと画像読取装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来よりイメージスキャナ、ファクシミリ、複写機等の画像を読み取る機能を有する装置
、及びそのイメージセンサーユニットについて様々な方式が考案されてきている。ここに
その 1例を記述する。原稿ガラス上に置かれた原稿を読み取る際に、原稿の幅分の画像を
検出できるイメージセンサーユニットを原稿ガラスと平行に配置し、これを原稿長さ分だ
け移動させ原稿全面をスキャニングする方式が比較的簡単に装置を構成できるとして従来
より考案されている。またそのイメージセンサーユニットに関しても様々な方式がある。
主なものを挙げると、原稿の幅分の照明部材により原稿を照明し、この反射光をミラーで
結像レンズに導き、 CCD等のラインセンサー上に縮小結像させるもの、また、別の方式で L
ED等で同様に原稿を照明し、この反射光をセルフォックレンズで原稿の幅分の長さを持つ
ラインセンサー受光面鏡に等倍結像させるものがある。
【０００３】
図 16、 17、 18、 19を用いて従来の画像読取装置とそのイメージセンサーユニットについて
詳細に説明する。図 16は、画像読取装置の正面図、図 17は画像読取装置の上視図、図 18は
正面図主要部の拡大図、図 19は画像読取装置のイメージセンサーユニットである。
【０００４】
画像読取装置の本体上部には、原稿をこの上に載せて画像を読み取るための原稿ガラス 10
1が設けられており、この原稿ガラス 101の下面には、原稿の画像を読み取るためのイメー
ジセンサーユニットであるラインセンサーユニット 102が配置されている。ラインセンサ
ーユニット 102は、原稿を照明する LEDと、 LEDの照明による原稿の反射画像光を結像する
セルフォックレンズアレイと、セルフォックレンズアレイの結像を光電変換する光センサ
ー素子とが一体的にユニット化されているものである。ラインセンサーユニット 102は、
センサー保持枠 103に固定されている。ラインセンサーユニット 102のセンサー保持枠 103
への固定方法は、ラインセンサーユニット 102のハウジング下面に設けられた嵌合ピン 102
a， 102bがセンサー保持枠 103に設けられた嵌合穴に嵌合することにより、ラインセンサー
ユニット 102とセンサー保持枠 103とを位置決めし更にネジで固定されている。センサー保
持枠 103は、移動保持枠 104に回動自在に保持されている。この回動機構は、センサ保持枠
103の長手方向両端に設けられた回動軸部 103ａ、 103bに移動保持枠 104の両端に設けられ
た回動穴 104a、 104bが嵌合して回転可能になっている。センサー保持枠 103と移動保持枠 1
04のラインセンサーユニット 102の長手方向の位置決めは、センサー保持枠 103に設けられ
た突起部 103cと移動保持枠 104に設けられた溝部 104cが嵌合することによりなされている
。移動保持枠 104は、本体ベース 105に固定されているガイドバー 106にガイドされる。保
持枠 104には、コイルバネ 107a、 107bが設けられており、このねじりコイルバネ 107a、 107
bは、センサー保持枠 103を原稿ガラス 101の方向に付勢している。センサー保持枠 103には
、 2つの摺動突起部材 120a、 120bが固定されており、摺動突起部材 120a、 120bが原稿ガラ
スに突き当たることにより、ラインセンサーユニット 102と原稿ガラス 101との距離を一定
に保つ。このガラスに突き当てる構成は、特に被写界深度の小さい小型のイメージセンサ
ーユニットに適しており、比較的高精度に対ガラスギャップを維持できる。移動保持枠の
駆動は、移動方向に装置本体に設けられたベルト 112とプーリー対 110、 111を、同じく装
置本体に固定されたモーター 109、アイドラギア 121、アイドラギア 122が駆動させ、ベル
トの 1個所が移動保持枠 104に連結されていることによって行われる。
【０００５】
【発明が解決しようとしている課題】
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従来のイメージセンサーユニットは、略直方体のユニットであり、原稿台ガラス 101に対
して、高精度な上記の支持構成を形成するには、イメージセンサーユニット１０２を一旦
センサー保持枠１０３に対して固定して、更にセンサーホルダー１０３と移動保持枠１０
４の間に回動機構を設け、センサーホルダー１０３に摺動突起部材を設け、更に、イメー
ジセンサーユニット１０２の長手位置決めの為の部材をセンサー保持枠１０３と移動保持
枠１０４との間に設けることになる。従って、このイメージセンサーユニットを画像読取
り装置に使用した場合、イメージセンサーユニットの周りに多くスペースを必要とし、画
像読取装置が大型化する。また、センサー保持枠部材を必要としてしまうので、コスト高
となる。また、イメージセンサーユニットを画像読取装置に組み込んだ際には部品公差が
積み重なるので、部品公差の分だけ画像読取精度が落ちてしまう。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記問題点を解決する為に、本発明の

【０００８】
　更に、本発明の画像読取装置は、前記原稿を載置する原稿台と、摺動部材とを更に有し
、前記保持部材を前記原稿台に平行に移動して前記原稿の画像を読取る画像読取装置であ
って、前記ハウジングは、前記摺動部材を取付ける為の凹部を前記原稿台側に前記一体成
型で有し、前記摺動部材は前記凹部に取付けられ、前記保持部材には、前記イメージセン
サユニットを前記原稿台に押圧する押圧部材を有することを特徴とする。
【００１９】
【発明の実施の形態】
図を用いて第１の実施の形態の構成を説明する。図 1は正面図、図 2は上視図、図 3は右側
面図、図 4はイメージセンサーユニット、ユニット保持部材の斜視図、図 5は主要部の断面
図、図 6、 7はイメージセンサーユニットと保持部材の組立て方を示す図である。本実施の
形態では、コンピュータ等に原稿画像を取り込むイメージスキャナーに実施している。
【００２０】
イメージスキャナーの本体上部には、原稿をこの上に載せて画像を読み取るための原稿ガ
ラス（原稿載置部材） 1が設けられており、この原稿ガラス 1の下面には、原稿の画像を読
み取るためのイメージセンサーユニットであるラインセンサーユニット 2が配置されてい
る。ラインセンサーユニット 2は、原稿を照明する LED（光源）と、 LEDの照明による原稿
の反射画像光を結像するセルフォックレンズアレイ 50と、セルフォックレンズアレイの結
像を光電変換する光センサー素子とが一体的にユニット化されているものである。 LEDと
セルフォックレンズアレイと光センサー素子は、ラインセンサーユニット 2のハウジング
に設けられた位置決め部に対して当接して固定されている。固定方法は、本実施例では、
接着剤等による接着である。ラインセンサーユニット 2のハウジングは、プラスチック等
の樹脂の成形品である。ラインセンサーユニット 2は、原稿の幅分の読取り幅を有して画
像の 1ライン分の画像を取り込む。ラインセンサーユニット 2のハウジングには、この読み
取りラインとほぼ平行方向に（読み取りライン方向は、図 4に示した）中心を有する 2つの
ユニット回動用の軸 2a， 2bを有している。各回動用の軸は、それぞれ直径の太い嵌合部 2a
1， 2b1と直径の細い差込部 2a2,2b2とからなる。回動用の軸 2a,2bは、ラインセンサーユニ
ットの外形内即ち直方体の形状内に収まるようにに設けられている。またラインセンサー
ユニット 2の両端には、図 5にその断面を示す様に丸穴 2c、 2dが設けられている。丸穴 2c、
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画像読取装置は、イメージセンサユニット又は原
稿が移動しつつ前記原稿画像を読取る画像読取装置であって、前記イメージセンサユニッ
トは、光源と、ラインイメージセンサと、前記光源と前記ラインイメージセンサを保持す
るハウジングとを有し、前記ハウジングは、前記イメージセンサユニットを回動支持する
ための前記ラインイメージセンサの読取ライン方向に平行な軸又は軸受けと、前記回動支
持の軸に平行な方向に溝幅又は突起幅を有する溝部又は突起部とを一体成型して有し、前
記画像読取装置はさらに、前記イメージセンサユニットを保持する保持部材を有し、前記
保持部材には、前記ハウジングの軸又は軸受けと係合する軸受け又は軸と、前記ハウジン
グの溝部又は突起部が嵌合する突起部又は溝部とが設けられていることを特徴とする。



2dには、原稿ガラスと当接する摺動性の良い樹脂材料よりなるスぺーサー 51a,51bが差し
込まれている。ラインセンサーユニット 2は、ユニット保持部材 4に回動自在に保持されて
いる。この回動機構は、ラインセンサーユニット 2に設けられた嵌合部 2a1,2b1に保持部材
4の両端に設けられた一部切り欠きを有する回動穴（回動用の軸受け） 4a、 4bが嵌合して
回転可能になっている。ラインセンサーユニット 2には、読取りライン方向に溝幅を有す
る溝部 2eが設けられており、この溝部 2eに保持部材 4に設けられた同方向に突起幅を有す
る突起部 4cが嵌合して位置決めしている。ここで、特に図 6、 7を用いて本例のラインセン
サーユニットと保持部材 4との組み立て方を説明する。まず図 6の (a)の様にラインセンサ
ーユニット 2の 2つの差込部 2a2,2b2部に保持部材 4の回動穴 4a,4bを図 7(a)の様に回動穴 4a,
4bの切り欠きから図 7(a)の矢印に示す向きに挿入する。その時点では、ラインセンサーユ
ニット 2の溝部 2eに対して保持部材 4の突起部 4cは、図 7(b)に 2点鎖線で示したように、掛
合していない。また、図 6(a)に示す様に、ラインセンサーユニット長手方向の位置もずれ
ている。次に図 6(b)に示した矢印の向きに保持部材 4を移動させる。これより、保持部材 4
の回動穴 4a,4bは、ラインセンサーユニット 2の直径が太い嵌合部 2a1， 2b1と嵌合して回転
自在となる。この時に、ラインセンサーユニット 2の溝部 2eに対して保持部材 4の突起部 4c
は、図 6(b)に示す様にラインセンサーユニット２の長手方向位置が合う。この状態で、ラ
インセンサーユニット 2に対して、保持部材 4を図 7(b)に示す矢印の方向に回転させると、
保持部材は同図の実線の位置となり、ラインセンサーユニット 2の溝部 2eに対して保持部
材 4の突起部 4cが掛合してラインセンサーユニット 2と保持部材の読み取りライン方向の位
置が決まる。この様にして本例では、従来例と異なり他の部品を介さずラインセンサーユ
ニット 2を保持部材に直接取り付けることができる。保持部材 4には、摺動性の良い樹脂材
料からなり V状の斜面を持った形状の摺動部 4d、 4eが一体成形されている。保持部材 4は、
本体ベース 5に固定されている丸棒状のガイドバー 6に 2つの摺動部 4d、 4eの V状の斜面が当
接することによりガイドされる。こうしてガイドされる画像読み取り部を走査のために駆
動させるために、本例では、本体ベース 5に駆動プーリ 53、 54を設け、この間に駆動ベル
ト 55を張っている。駆動ベルトの 1部は、保持部材 4の下面に設けられているベルト把持部
4fに固定されている。本体ベース 5に対して、駆動モーター 56が設けられており、アイド
ラギア 57、 58を介して駆動モーター 56の駆動が駆動プーリ 53に伝達される。
【００２１】
以下に本例のイメージスキャナーの動作を説明する。
【００２２】
画像を読み取る原稿を原稿台ガラス１上に読み取り面を原稿ガラス側にしてセットする。
イメージスキャナーの電源を入れた状態では、ラインセンサーユニット 2は画像読み取り
開始位置 Xsに駆動されて止まっている。不図示のコンピューター等からイメージスキャナ
ーに画像取り込み信号が入ると、ラインセンサーユニット 2は、原稿の画像を取り込み始
める。これと同時に、駆動モーターが駆動され、ベルト 55がガイドバー方向に動くことに
よりベルト 55に固定されている保持部材 4、ラインセンサーユニット 2を一体的に駆動させ
る。この移動の際にラインセンサーユニット 2はコイルバネ 7a、 7bにより原稿台ガラス 1に
付勢され、ラインセンサーユニット 2に固定されているスぺーサー 51a,51bが原稿ガラスに
突き当たることにより、ラインセンサーユニット 2と原稿ガラスとの距離を一定に保って
原稿面を走査する。これよりラインセンサーユニット 2は、原稿面の画像をピンぼけ無し
で高画質に読み取ることができる。また、コイルバネ 7a、 7bの反力で保持部材 4は、ガイ
ドバー 6側に付勢される。この付勢力で保持部材４の V状の斜面はガイドバー 6に確実に位
置決めされ、ガタなしでガイドされる。
【００２３】
この様にして、画像を取り込みながらラインセンサーユニット部は画像取り込み終端位置
Xeまで駆動され、原稿全域の画像がコンピューター側に取り込まれる。画像読み取り動作
が終了すると、駆動モーター 56は、逆回転しラインセンサーユニット部を画像読み取り開
始位置 Xsに戻す。本例によれば、従来の様にセンサー保持枠を必要とせず、ラインセンサ
ーユニット２を保持部材 4で直接支持出来るので、装置を小型化・低コスト化出来ると共
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に、高精度化が図れる。
【００２４】
次に、第２の実施の形態を説明する。この第２の実施の形態は、イメージセンサーユニッ
トであるラインセンサーユニット 2、及び保持部材 4を第 1の実施の形態と変えたもので、
それ以外の構成動作は第 1の実施の形態と同じであるのでここでは省略する。図 8に第２の
実施の形態のイメージセンサーユニットであるラインセンサーユニット 202と保持部材 204
を示す。第 1の実施の形態のラインセンサーユニット 2がそのハウジングに 2つの回動軸 2a,
2bを有しているのに対して、第２の実施の形態のラインセンサーユニット 202は、読み取
りラインとほぼ平行に 2つの回動穴 202a,202bを有している。それ以外は、ラインセンサー
ユニット２と全く同じ構成である。また、第 1の実施の形態の保持部材 4が、 2つの回動穴 4
a,4bを有しているのに対し、第２の実施の形態の保持部材 204は、 2つの回動軸 204a,204b
を有している。それ以外は、前述の保持部材 4と全く同じ構成である。本例では、ライン
センサーユニット 202と保持部材 204の回動機構として、このラインセンサーユニット 202
の回動穴 202a,202bに対して保持部材 204a,204bを嵌合させることにより構成している。組
み立ては、図 6、 7で示した手順と全く同様の手順で行われる。
【００２５】
次に、図 9に第３の実施の形態、図 10に第４の実施の形態を示す。
【００２６】
第３の実施の形態では、ラインセンサーユニット 205のハウジングの両端に片持ちの回動
軸 205a， 205bを設けている。この構成は、特にラインセンサーユニット 205のハウジング
がプラスチック等の樹脂の成形品である場合、型コストの低減につながる。また、図 10の
第４の実施の形態の様に、ラインセンサーユニット 206に対して、片持ちの回動軸 206a,20
6bを設けても良い。
【００２７】
図 11にイメージセンサーユニットの第５の実施の形態を示す。図 11は、第 1の実施の形態
の図 5に相当する部分である。第 1の実施の形態が原稿台ガラス１にラインセンサーユニッ
ト２を当接させる際にラインセンサーユニット２のハウジングに丸穴２ｃ，２ｄを設け、
これに対しスぺーサー５１ａ，５１ｂをさしこんで構成したのに対して、第５の実施の形
態では、ラインセンサーユニット２‘のハウジングの同様の位置にハウジングから突出し
た 2つの突起部２’ｃ，２‘ｄをハウジングと一体成型している。第５の実施の形態によ
れば、部品点数を低減出来るので、コストダウンが図れる。
【００２８】
図１２にイメージセンサーユニットと保持部材の第６の実施の形態を示す。第１の実施の
形態が、ラインセンサーユニット２読取りライン方向に溝幅を有する溝部２ｅを設け、溝
部２ｅに保持部材４に設けられた同方向に突起幅を有する突起部４ｃを嵌合させているが
、本例では、ラインセンサーユニット２“の読取りライン方向に突起幅を有する突起部２
”ｅを設け、保持部材４“に同方向に溝幅を有する溝部を設け両者を嵌合させている。ま
た突起部２”ｅは、ラインセンサーユニット２“の外形寸法内に設けられている。
【００２９】
この様にして、本発明では、様々な実施形態が可能となる。
【００３０】
次に本発明の第７の実施の形態を説明する。
【００３１】
本例でも、本発明をコンピュータ等に接続して原稿画像を読み取るイメージスキャナーに
実施している。第１～第６の実施の形態が、原稿台ガラス上の原稿に対してイメージセン
サーユニットを走査して原稿面の画像を読取るのに対して、本例では、本発明を固定され
たイメージセンサーユニットに対して原稿をローラー等によりフィードして原稿面の画像
を読取る画像読取装置に実施している。図 13は、本例の画像読取装置の正面断面図、図 14
は、本例の主要部の斜視図、図 15は、本例のイメージセンサーユニットの上視図である。
本例のイメージスキャナーは、本体カバー 207の中にイメージセンサーユニットであるラ
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インセンサーユニット 208が組み込まれており、シート状の原稿 Pをローラー 209がライン
センサーユニット 208上を搬送して原稿 Pの画像を読取るものである。ラインセンサーユニ
ット 208は、原稿を照明する LEDと、 LEDの照明による原稿の反射画像光を結像するセルフ
ォックレンズアレイと、その上面に設けられた読取りガラス 208aと、セルフォックレンズ
アレイの結像を光電変換する光センサー素子とが一体的にユニット化されているものであ
る。 LEDとセルフォックレンズアレイと光センサー素子は、ラインセンサーユニット 2のハ
ウジングに設けられた位置決め部に対して当接して固定されている。固定方法は、本例で
は、接着剤等による接着である。ラインセンサーユニット 2のハウジングは、プラスチッ
ク等の樹脂の成形品である。ラインセンサーユニット 208は、原稿の幅分の読取り幅を有
して画像の 1ライン分の画像を取り込む。読取りガラス 208aは、その上面に押し付けられ
た原稿の画像がセルフォックレンズにより光センサー素子上に結像される様な位置にライ
ンセンサーユニットのハウジング 208bとほぼ平行にハウジング 208bに対して固定されてい
る。ラインセンサーユニット 208のハウジングには、この読み取りラインとほぼ平行方向
に（読み取りライン方向は、図 12、 13に支持した）中心を有する 2つの回動軸 208c， 208d
を有している。各回動軸は、それぞれ直径の太い嵌合部 208c1， 208d1と直径の細い差込部
208c2,208d2とからなる。回転軸 208c,208dは、ラインセンサーユニットの外形内に設けら
れている。ラインセンサーユニット 208は、センサー支持部材 210に回動自在に支持されて
いる。この回動機構は、ラインセンサーユニット 2に設けられた嵌合部 208c1,208d1にセン
サー支持部材 210の両端に設けられた一部切り欠きを有する回動穴 210a、 210bが嵌合して
回転可能になっている。ラインセンサーユニット 208には、読取りライン方向に溝幅を有
する溝部 208eが設けられており、この溝部 208eにセンサー支持部材 210に設けられた同方
向に突起幅を有する突起部 210cが嵌合している。ラインセンサーユニット 208とセンサー
支持部材 210の組み立て方は、図 6、図 7に示すラインセンサーユニット 2と保持部材 4との
組立て方と同様である。センサー支持台 210は、本体カバー 207に固定されている。本体カ
バー 207には、ローラー 209がラインセンサーユニット 208と平行に設けられている。ロー
ラー 209は、鉄、又はステンレス等の軸材 209ａに対してゴム又は発砲性スポンジ等の表層
材 209bを固定したものである。センサー支持部材 210には、コイルバネ 211が設けられてい
る。コイルバネ 211はラインセンサーユニット 208をローラー 209方向に付勢しており、こ
れによって、ラインセンサー 208の読取りガラス 208ａの読取りライン部がローラー 209の
表層材 209bに読取り領域全域にわたり当接している。本体カバー２０７には、シート状の
原稿をラインセンサー 208に案内する 2つの案内ガイド 212、 213が設けられている。また同
様に本体カバー 207には、シート状の原稿を排出する 2つの排出ガイド 214、 215が設けられ
ている。本体カバー 207には、原稿を挿入する挿入口 207aと原稿を排出する排出口 207bが
設けられている。
【００３２】
以下に第７の実施の形態の動作を示す。画像を読取るシート状の原稿 Pを挿入口 207aに挿
入して案内ガイド 212、 213との間を通し、ローラー 209とラインセンサーユニット 208が当
接している部分に突き当てる。接続されたパソコンから、又は、不図示ではあるがイメー
ジスキャナー本体に設けられたスキャン開始ボタンを押すかして画像読取り動作開始の信
号がイメージスキャナーに伝えられると、不図示のステッピングモーターが回転してロー
ラー 209を図 11の矢印の方向に回転させる。これにより、原稿 Pは、ローラー 209とライン
センサーユニット 208が当接している部分に進入して排出ガイド 214、 215側へ搬送される
。この際にラインセンサーユニット 208は原稿 P上の画像を順次読取ってゆく。画像が排出
ガイド 214、 215を通過して排出口 207bから排出された時点でスキャナーの駆動が停止して
画像読取り動作が終了する。ラインセンサーユニット 208は、回動軸 208c、 208dを回転支
点として、付勢バネ 211でローラー 209に対して付勢されている。従って、シート状の原稿
が厚い場合、又は薄い場合でも、ラインセンサーユニット 208は原稿 Pの表面の画像に追従
するので、ピンぼけ等の画像劣化が発生しない。またこの場合も、センサーホルダー等の
部品を介さないので、センサーホルダーの部品公差を排除で装置が高精度化できると共に
、小型化、低コスト化が図れる。
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【００３３】
本第７の実施の形態のような原稿移動型のスキャナーにおいても第２～第６の実施の形態
に示した様な変形例を取りうる。
【００３４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、小型、高精度、低コストのイメージセンサーユニ
ット及び画像読取装置が提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の正面図
【図２】本発明の第１の実施の形態の上視図
【図３】本発明の第１の実施の形態の右側面図
【図４】本発明の第１の実施の形態のイメージセンサーユニット
【図５】本発明の第１の実施の形態の主要部の断面図
【図６】本発明の第１の実施の形態の組立て方を示す図
【図７】本発明の第１の実施の形態の組立て方を示す図
【図８】本発明の第２の実施の形態の変形例を示す図
【図９】本発明の第３の実施の形態を示す図
【図１０】本発明の第４の実施の形態を示す図
【図１１】本発明の第５の実施の形態を示す図
【図１２】本発明の第６の実施の形態を示す図
【図１３】本発明の第７の実施の形態の正面断面図
【図１４】本発明の第７の実施の形態の主要部の斜視図
【図１５】本発明の第７の実施の形態の上視図
【図１６】従来例の画像読取装置の正面図
【図１７】従来例の画像読取装置の上視図
【図１８】従来例の画像読取装置の正面図主要部の拡大図
【図１９】従来例の画像読取装置のイメージセンサーユニット
【符号の説明】
１　原稿台ガラス
２・２０２・２０５・２０６・２０８　ラインセンサーユニット、
４・２０４　ガイド部材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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